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記

1-1. 2018年12月期　通期連結業績予想値と実績との差異（2018年1月1日～2018年12月31日）

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭 

1-2.　差異の理由

2-1.　配当の内容

基準日

2-2.　理由

以上

 前回発表予想　（A）

通期連結業績予想との差異及び剰余金の配当に関するお知らせ

　2018年11月５日に公表した2018年12月期通期（2018年１月１日～2018年12月31日）の連結業績予想と
本日公表の実績値に差異が生じましたのでお知らせします。また、本日開催の当社の取締役会におい
て、2018年12月31日を基準日とする剰余金の配当を、下記のとおり、2019 年３ 月27 日開催の定時株主
総会に付議することを決議いたしましたのでお知らせいたします。

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主
に帰属する
当期純利益

1株当たり
当期純利益

110,000 7,600 7,100 4,700 160.43

 実　 績　 値　　  （B） 112,064 9,148 8,385 6,640 226.68

 増　 減　 額　　（B-A) 2,064 1,548 1,285 1,940 －　

 増 　減　 率　　（％） 1.9 20.4 18.1 41.3 －　

産業装置分野での事業領域拡大により非マウンタ製品の売上増の効果に加え、為替が想定レートより
円安で推移したことなどで粗利益率が改善したことで営業利益及び経常利益は増益となりました。ま
た、これに加え、法人税等の計上額が当初の見積りより減少したことなどから、親会社株主に帰属する
当期純利益が増加いたしました。

（ご参考）前期実績
（2017年12月期）

103,659 8,156 7,839 5,642 192.61

　当社は、当期の業績に加え、将来に亘る磐石な事業基盤を構築すべく、積極的な開発投資、設備投
資を行っていくための内部留保等を総合的に勘案しつつ、安定的な配当による株主様への利益還元
の充実に努めることを基本方針としております。
　この方針を踏まえ、2018 年12 月期の連結業績が直近予想を上回ったことを勘案し、2018 年12月期
の期末配当は前期の普通配当25円及び当期の直近予想の普通配当25円に対しまして、５ 円増額す
ることといたしました。

配当金総額

効力発生日

配当原資

決定額
（株主総会付議内容）

直近の配当予想
(2018年11月５日公表）

1株当たり配当金

利益剰余金

(記念配当　10円）

－

前期実績
(2017年12月期）

2018年３月27日

利益剰余金

－

－

25円
(普通配当）

2018年12月31日

878百万円

2019年３月28日

2018年12月31日 2017年12月31日

1,025百万円

30円
(普通配当）

35円
(普通配当　25円）
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